




































































































単位を取得する学生 5 名（全員が博士前期課程 1 年生）
と聴講生 4 名（うち研究生 1 ，博士後期課程 3 ）の計
9 名であった．このうち全レポート課題を提出し調査
























































文章例は各レポートで 1 ～ 3 点提示した．小レポー











































C. According  to Brie （1988）,  the moon  is made of 
cheese.
非統合的引用




























































A. Brie (1988) showed that the moon is made of cheese. 
B. Brie’s theory (1988) claims that the moon is made of 
cheese. 
C. According to Brie (1988), the moon is made of cheese. 
非統合的引用 
D. Previous research has shown that the moon is made of 
cheese (Brie, 1988). 
E. The moon is probably made of cheese (Brie, 1988).  
 
4. 結果と考察 





















小レポート 1 のモデルレポートでは，例 1 のように








































































































表 1 文章例の分析結果 
課題  字数 参考文献 
 
統合的引用 非統合的引用 
     引用表現  
小レポート 1  
 





小レポート 2 教材紹介 1062 0 0  0 
書評 山崎 2209  0 0  0 




























える．小レポート 1 では，統合的引用が 2 件あり，「Xは
～を述べる」（例 6 ），「Xは～と述べている」（例 7 ）が














小レポート 1 修正版に対しては，例 7 の個所に下線
を引き，引用表記に留意するように筆者からフィード


















うかがえる．小レポート１では 統合的 が 2 件あ
り，「X は～を述べる」（例 6），「X は～と述べてい















［茜茜：小レポート 1 草稿・修正版］ 
 







する表現が用いられた（例 8）．草稿では 4 回，修正
表 2 茜茜のレポートの分析結果 
課題  字数 参考文献 
 
統合的引用 非統合的引用 
     引用表現  
小レポート 1  草稿 636 0 2 X は～を述べる． 
X は～．～と述べている． 
0 
 修正版 695 0 2 X は～を述べる． 
X は～．～と述べている． 
0 
小レポート 2 草稿 879 0 0 -- 0 
 修正版 926 0 0 -- 0 
期末レポート 草稿 1971 5 4 X にも指摘しているように， 
X によると～と言われている． 
～と X は指摘している． 
X によると～ 
1 
 修正版 2101 5 4 X にも指摘しているように， 
X によると～と言われている． 
























































































































































































表 3 花琳のレポートの分析結果 
課題  字数 参考文献 
 
統合的引用 非統合的引用 
     引用表現  
小レポート 1  草稿 734 0 3 X は～を挙げている．2 
X は～と述べている． 
0 




小レポート 2 草稿 1197 0 0 -- 0 
 修正版 1180 1 1 X によると～ 0 
期末レポート 草稿 2298 4 1 X が提案した～ 2 
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